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社協広報誌ひまわり51号3Ｐのご寄附の記事に誤りがありましたので、訂正してお詫び申し上げます。
（正）村上ハツイ（誤）村上ハツミ

お詫びと
訂正
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サロン事業応援します

　小野町では、高齢者の皆様が地域において気
軽に集まり、住民相互の交流を推し進め、参加者
の生きがいと地域の支え合いの力を高めること
を目的とした、サロンが開催されています。
　小野町社会福祉協議会は、町、小野町民生委員
と協力し、サロン活動の支援を行っています。
　詳しくは小野町社会福祉協議会（72-6866）
までお問い合わせください。

熊本地震義援金を受付けております。
　平成２８年４月１４日の熊本県熊本地方を震源とする地震により、
熊本県内各地において人的被害をはじめ、家屋の倒壊等甚大な被害
が発生しました。被災者の皆様には心よりお見舞い申し上げますと
ともに、1日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
　小野町社会福祉協議会では、このたびの震災において甚大な被害
にあわれた方々への支援のため、義援金を受け付けております。皆
様のご協力、どうかよろしくお願いいたします。

　その他、コンビニなど様々な募金方法がございます。不明な点などございましたらご連絡いただければ
と思います。皆様の温かいご支援、心よりお待ちしております。

社協窓口で依頼する場合
小野町社会福祉協議会でも募金の受付および相談を受け付けております。
社会福祉法人　小野町社会福祉協議会
〒963-3401　福島県田村郡小野町大字小野新町字美売 57-1
TEL　0247-72-6866　　FAX　0247-71-0471
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みんなで集まり楽しくすごしています



　ご家族で介護をされ、悩みや心配ごとを抱え困っている方が多いと思います。小野町居宅介護支援セン
ターでは、ご利用者またはご家族さまからのご依頼をもとに、ケアマネージャー（介護支援専門員）が、介護
の必要性やご希望に応じて介護サービス計画（ケアプラン）を作成いたします。また、介護サービスを提供す
る事業者との様々な調整を行い安心して在宅生活が送れるようにサポートいたします。

・在宅介護に関する悩みや相談
・介護保険サービス利用の相談について
・申請の代行
・ケアプランの作成
・介護サービス提供事業所との連絡や調整
・要介護認調査の実施

平成 28 年 7 月 8 日、福島県立小野高等学校さ
んで栽培をされているマリーゴールドとベゴニアを
たくさん寄贈していただきました。
　玄関回りがにぎやかになり、利用者の方からも
綺麗だと感想をいただいております。
　小野高校の皆さんありがとうございました。
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。

　

理
事・評
議
員
は
町
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
、社
会
福
祉
協
議
会
の
効
率
的

な
運
営
と
組
織
的
活
動
を
促
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、地
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け
る
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会
福
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の
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図
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し
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福
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協
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た
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

理
事
・
評
議
員
改
選

小
野
町
共
同

　
　
　
　

募
金
委
員
会

運
営
委
員
・
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　

改
選

小野町在宅介護支援センターは
　　　小野町居宅介護支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　に名前が変わりました。

こんな相談受け付けてます！
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こ
の
度
の
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
改
選
に
伴
い
、
理
事
の
皆

様
の
ご
推
挙
と
ご
賛
同
を
賜
り
、
引
き
続
き
会
長
の
要
職
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
円
滑
な
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営
を
と
お
し
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地
域
福
祉
の
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と
推
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に
向
け
て
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そ
の

職
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を
全
う
す
る
よ
う
努
め
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い
る
所
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で
あ
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す
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ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
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を
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す
。

　

さ
て
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中
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・
経
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の
変
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も
伴
い
地
域
社
会
の
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能
は
低
下
し
、
新
た
な
福
祉
・

生
活
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
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す
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こ
れ
ら
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を
解
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す
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に
は
、
地
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の
中
に
お
い
て
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
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時
に
は
支
え
た
り
、
支
え
ら
れ
た
り
と
い

っ
た
地
域
の
福
祉
的
機
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を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
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仕
組
み
を
整
え
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地
域
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
、
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流

を
促
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す
る
サ
ロ
ン
事
業
の
拡
充
、
更
に
は
地
域
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祉
サ
ー
ビ

ス
及
び
地
域
の
暮
ら
に
密
着
し
た
地
域
福
祉
活
動
支
援
策
の
充

実
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
、
職
員

一丸
と
な
っ
て
、
な
お
一層
の
地
域
福
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の
推
進
に
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め
て
ま
い
り
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す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
会

長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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